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研究会の最近の，

日本リモートセンシン

日本リモ 卜センシング学会では，平成22年度におい

ては7つの研究会を設置し，活動を行っています。本稿で

は， 日本リモー卜センシング学会学術講演会で発表された

ポスタ を中心に，最近の研究会の活動をご紹介します。

委員長飯倉善和(日本リモー卜センシング学会理事，評

価・標準化研究会会長弘前大学〕

委員笠博義(国土防災リモー卜センシング研究会会

長株式会社間閣〉

委員杉村俊郎(パソコンによるリモ トセンシング

データ処理・普及研究会会長・財団法人リモー

卜・センシング技術センタ 〕

委員 中山裕則(高分解能衛星リモー卜センシング研究

会会長:日本大学)

委員大政謙次(レンジ画像アナリシス研究会会長・東

京大学〕

委員 向井苑生(偏光リモートセンシング研究会会長・

近畿大学〉

委員井上吉雄(問題生態系計測研究会会長.農業環境

技術研究所〕

1. 国土防災リモートセンシング研究会(図 1)

会長，笠博義(株式会社間組)，幹事:坂本淳一〔中央

開発株式会社〕

国土防災リモー卜センシング研究会は平成 14年 5月よ

り，国土マネジメン卜や防災の実務分野へのリモー卜セン

シングの適用を目的に下に示す2つのWGを設けて研究

活動を行っていますo これまでに，河川管理や斜面防災の

実務において衛星データを活用するための「国土マネジメ

ント・国土防災の観点からの衛星データ活用ガイドライ

ン」を作成L，各方面への展開を図る 方で， In-SAR技術

による地盤変動の把握などに関する研究行ってきました。

今後は，さらに広い範囲でのリモー卜センシングの実利用

に関する検討を行っていく予定です。

ポスターでは，それぞれのWGの活動成果について紹

介しています。

・実務利用検討WG(リーダー;熊谷樹 郎〔摂南大学))

・In-SARWG (リ ダー，三尾有年(株式会社NTTデー

タCCS))
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z 評価・標準化研究会(図2)
会長飯倉善和(弘前大学)，幹事:筒井健 (NTTデータ〉

本研究会では，各種の衛星画像処理手法の標準化や用語

の統 を進めています。特に，衛星画像の利用を進展する

ために必要な精密補正手法(幾何補正や地形効果補正等)

の標準化を行なうとともに，誰もが自分の処理手法を評価

できる評価方法の標準化や標準データセッ卜の充実を通じ

て会員の研究と実刑用を支援していきたいと考えています。

3 高分解能衛星リモートセンシング研究会(図3)

会長中山裕則〔日本大学)，幹事羽柴秀樹(日本大学)

現在，高分解能衛星による観測と利用は企業ベ スで行

われているケースがほとんどであり，学会等での成果発

表，報告，紹介が少ないのが現状です。そのため，高分解

能衛星データの内容，利用状態，今後の展望などを紹介，

検討する場を設けることは，リモー卜センシングの研究

者，技術者などにとっては重要て"す。このことから，研究

会活動を通じ，各高分解能衛星とその観則データの特色等

を紹介し，利用の可能性などを検討する場を企画すること

には意義があると考えています。当研究会は，定期的に高

空間分解能の衛星観測情報や画像を取上げ，その特徴を広

〈紹介すると同時に，今後どのような分野での利用の展望

が聞けるかという点も含めて継続的に調査研究L，その結

果を蓄積Lながら会員を含め広く情報を発信することを目

指しています。

研究会参加各機関の中から

O高分解能衛星リモ 卜センシングの最新トピック等の
アピール

O興味深い観測事例の紹介
0各機関からの高分解能衛星に関する宣伝，アピ ル
など，高分解能衛星をキ ワードにそれぞれ得意な内容を

発信凡ていただきました〔機関名 50音順に掲載)。このよ

うな発信活動から研究会では今後の高分解能衛星の実利用

の拡大とさらなる可能性について議論を今後活性化させて

いきたいと考えています。

4. パソコンによるリモートセンシングデータ処理・普及

研究会

会長杉村俊郎(財団法人リモー卜・センシング技術セ

ンタ )，幹事羽柴秀樹(日本大学〉

本研究会は，当初学会主催の「パーソナルコンビュータ

によるリモートセンシングデータ解析講習会J(昭和 63年
から平成4年まで6回開催〕の講師陣が中心となり，パソ

コンを使ってリモー卜センシングを普及するために設立さ

れました。データ解析講習会は，引き続き本研究会主催で

「パ、ノコンによる RSデータ処理セミナJとして5回(平成6

年~1O年〕開催されました。その後本研究会はリモ 卜セ

ンシングの底辺が広がるように，教育の場での活用がスム

ズに行われるような体制作りに努め，教材の作成および作

成した教材を使ったセミナの開催等を行ってきました。

5 レンジ画像アナリシス研究会(図4)

会長・大政謙次(東京大学大学院)，幹事・細井文樹〔東

京大学大学院)

レンジ画像アナリシス研究会は，地球観測衛星やレーザ

スキャナ(ライダ〉等から得られるレンジ画像の利活用

の推進を図ることを目的とし平成 17年5月に発足した研

究会です。メンバ には研究者，計測ハード・ソフトおよ

び応用機器メーカーからも集まっており， レンジ画像デー

タの処理・解析・モデル化・応用システムといった幅広い

分野での研究活動を進めております。

これまでに， リモー卜センシンタ学会学術講演会の開催

期間中に年2回のベ スで講演会を開催L，企業や大学等

の研究者・技術者の方々にレンジ画像の応用事例等の発表

をしていただいております。これまでの当研究会の活動内

容と今後の活動方針をポスターに示します。

6. 偏光リモートセンシング研究会(図的

会長向井苑生(近畿大学)，幹事佐野到(近畿大学〉
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当研究会は偏光育報を利用したリモ 卜センシング研究

の発展普及を目指すものです。具体的には，衛星センサで

得られた偏光情報を用いたエアロゾル・リモ 卜センシン

グ(本学会誌Vo129(1)， Vo130 (1)参照〉に，地上観測や

モデルシミュレーション等を統合して大気エアロゾル解析

の精密化に取り組んでいます。

本ポスタ では， NASA/AERONET大阪サイトにおけ

る地上観測機器， 並びに最新の衛星データである GOSATI

CAIと偏光センサPOLDERデータの複合利用による，森

林火災由来の燃焼性エアロゾルの導出結果例を紹介してい

ます。下段は，本研究会が主催した「次期衛星GCOM-C搭

載予定の偏光センサSGUセンサに関するワ クショップ

(2010 年 3 月 3 日 ~5 日，近畿大学白浜水産研究所)J の紹

介記事です。

7 問題生態系計測研究会(図6)

会長井上吉雄(農業環境技術研究所)，幹事山野博哉

(国主環境研究所〕

本研究会は，平成20年度に立ち上がった新しい研究会

です。土地・水・植生・環境因子など，質と量の劣化が問

題となっている生態系を対象に， リモー卜センシングをは

じめとする空間情報技術の多方面への利用促進と問題解決

への貢献をめざします。今までに，数度の研究会を開催し，

問題生態系の計測に関する議論を行ってきました。その成

果の一部に関して，学会誌での小特集の発行を予定してい

ます。本一「、スターでは，会員が対象としている様々な問題

生態系に対するリモ 卜センシング技術の応用例と，これ

までの活動内容を示します。
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国土防災リモートセンシング研究会

InSAR実利用化ワーキング活動報告
会長笠博義、幹事坂本淳一 (sakarnoto@ckcnet∞jp)、WGリーゲーー三尾有年同m"屈n出，ta悶印刷

国土防災リモートセンシンゲ研究会[nSAR実刺用化ワーキンゲI立、国土菅理分野で由実務利用田観点から、地盤聖動や地盤沈下計測へ田

NO.28 

InSAR田適用方法田検討や適用よ田課題田抽出などを行っている。具体的には、これまでに、 PALSARIこ関する情報宜換、 InSAR処理ソフト
ウェア田評価検証、地盤斑下計;A1Jに対するInSAR田適用性検討、そ田結果に対する議論などを行ってきた。

[nSARを実務的に利用してい〈場合には、特別立技能を必要としない標準的な処理方法が必要と立る。晶る特定田ソフトウエアだけを推奨するの

ではなく、ど田ようなソフトウエアでデータ処理しても、同じような画像が得られることが望ましい。己のよう立課題を解決するために、TerraSAR-Xに
よって撮影されたデータを異なるソフトウェアを用いてDlnSAR処理し、その結果を比較犠討したa

1使用デ一宮諸元

SARデータ諸元

セ円少一 TerraSAR-X
Mastcr: 200812η 
Slave : 2008/4124 
期間 77日

Product Inlo: SSC 
昇降 DESCENDJNG
解像度(SlantRange): 1.176m 
Ma'itcrPi"将1:8539 
MastcrLine: 10160 
左上j程度 130剖8215
左よ韓度 31，636055
右下経度 130，709961
右下措置 31.522974

3.解析事例1

ASTERデータ諸710
観削日時 2006年11月12日
Pixel: 5016 
Line: 4800 
左上程度 130.400658
左上緯度 31.879905
解像度 15m
地図投影等縛庄7桂直

Fig.3-1 DlnSAR園憧[使用ソフト SARscape画SARMAP杜)

Fig.4-2 DlnSAR園嘩白地形残存成分

2 対象地域

Fig.2-1 対草地域

4. 

Fig.4-1 DlnSAR画嘩(使用ソフト，GAMMAISP哩GAMMA杜

術品に近づく

" 
D 

31'36' 

" 
31'34' 

"可ι二→ 一一 J ~ ... ~"'1 
130'36' 130'38' 130.40' 130.4:2'…叫

Fig.4-3 喪動マヅプ(使用ソフト MIO哩(掠)NITヂ--'!;Ite喜j

説明 TerraSAR-Xで観測された桜島を含むシーンのDlnSAR処理解析を2つのソフトウエアを用いて行った。MasterとSlaveの矧聞は.77日である.xパンドの
ヂタl立、盟長が臣くLパンドやCパンドのセンサに比べると干渉性が低いとされてきたが.高い軌道制間続術により干渉性が向上しているa
F唱3-1のOlnSAR画像は、SARscapeによって処理され、地市稿を除去するため国土地理院の数値地図(SOm)のデ タを用いている。二方、Ml01こよって処
理されたFig.4-1も国土地理院の数値地図を用いて処理をした結果である.どちらの桔果も山瞳にr10m程度の変動摘が現れている。どちらのソフトも軌道輔の除
去は正常に行われているので、次のステップとして、両画像に存在する山頂付近のフリンジと地形と相闘について検討した。
Fig.4-1の位相のアンラップを行い、シミュレートしたDEMとの高さ方向のマッチングにより求めた位相がFig4-3である。さらにこの地形備をFig.4-1から取り除いて
茸動マッ引こ直したものがF昭4-3である園地形の影響が残る開固については.1ソフトウェア 2データ.3軌道情級、4:0EM、5大気などが考えられるが、今
後のクロスチェックの解析を元に開困を絞り込んでいく予定である.

図 1 国土防災リモー卜センシング研究会の活動概要(続き〉

265ー



-研究会だより ・

幾何補正で、沢山のGCPが必要だと思っていませんか?
地形効果(陰影)補正は、上手くできないと思っていませんか?

衛星画像処理方法の評価・標準化を通じてリモートセンシングの信頼性を向上

させることにより、研究と実利用を促進する活動をしています。

研究会の紹介

当研究会は発足して15年が径過しました。リモートセンシンゲ技術は地球環境問題の深刻化と共に広〈世に知られる様に

なり、その期待はますます高くなってきています。

コンピュ一世性能の飛躍的向上や数値標高モデルや放射伝達モデルの進展により、衛星画像処理方法に進展が見られて

います。しかし、これらの成果はまだ確立したものとは言えず、一般の利用者には良く知られていません。

実利用を進展するためには、これらの手法の評価と標準化を行ない、それらを 般の利用者にお知らせし、リモートセンシ

ンゲ技術の信頼性を向上させることが不可欠です。

本研究会では、特に定量的な利用のために必要な精密補正手法(幾何補正や地形効果補正等)の標準化を行なうとともに、

誰もが自分の処理手法を評価できる評価方法の標準化を遇じて会員の研究と実利用を支援していきたいと考えています。

テマ

幾何繍正・評田

(光学}

幾何補正田評価
(SAR) 

ソフトウェア
(COTS) 

最近の実績

タイトル 講調者

IKONOS画像の幾何楠正およびその位置精度について 日本スペースイメ ジング(株)季雲腹

高分解能衛星画像からのオルソ画像・DEMヂ-~とその応用について (株)NTIデータ筒弁鍵

A5TERデータの重量何補正 (財)資調理境観測解析センタ 躍辺宏

MODlSデータ受信局のデータ品質管理および配布について 東尽大学生産桂術研究所 竹同捗

航空写真と衛星の幾何補正の'!I!状と今後 (株)イメージワン村木広和

陸培担剖世情衛星『だいちJ(AlOS)措臨光学センサの校正検証と研翼成果物について 字宙航空研究開発機構 (JAXAEORC)回殿武雄

衛星画像の幾何的な精度の評価に関する提案 弘前大学飯倉善和

ALQS光学センサの幾何的な精度の評価について 弘前大学飯倉善和

SAR画像ピクセルの緯度経度宜換とオルソ査換について 宇宙銑空研究開発機構 (JAXAEQRC)島国政信

筒亜な倒れ込み補正と幾何的な精度の評価法 弘前大学飯倉善和

PCIG田 matica10による圃像処理 (株)インフオサーブ 稲津知昭

ENVIによる補正機能〈幾何補正、大気補正) ジクーヂータシステムズ{樵)大串文誉

今年度の主なテーマ

SAR画像の精密幾何補正と幾何的な精度の評価方法
物理量変換のための地形効果補正と大気補正

日本リモ トセンνング学会第48回(平成22年置春季)学術講演会
2010年5月27-28日産業技術融合研究所つくばセンター

会研究会入会をご希望される方は、下記連絡先までお知らせください。

連絡先 会長飯富善和(弘前大学)且担旦@品並旦鎧巴且血

幹事筒井健 (NTT干ータ)盗些些担皐盟虫処堕品
研究会HP:h町 Ilgosei.mech.hirosaki-u.ac.jp/-問 til

図 2 評価・標準化研究会の活動概要
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現在、高分解能衛星による観測と利用は企業

ベースで行われているケースがほとんどであり、

学会等での成果発表、報告、紹介が少ないのが

現状です。そのため、高分解能衛星ヂ-$1の内
容、利用状態、今後の展望などを紹介、検討する

場を設けることは、リモートセンシングの研究者、

技術者などにとっては重要で、す。このことから、研

究会活動を通じ、各高分解能衛星とその観測デ

ー告の特色等を紹介し、利用の可能性などを検討

する場を企画することには意義があると考えてい
ます。

当研究会は、定期的に高空間分解能の衛星観

測情報や画像を取上げ、その特徴を広く紹介する

と同時に、今後どのような分野での利用の展望が

開けるかという点も含めて継続的に調査研究し、

その結果を蓄積しながら会員を含め広く情報を発

信することを目指しています。

.'"ヂEのllJ1'twa
今回は、研究会参加各機関の中から

0高分解能衛星リモートセンシングの
最新トピック等のアピール

0興味深い観測事例の紹介

O各機関からの高分解能衛星に関する
重盆ーz豆-)1.-
など、高分解能衛星をキーワードにそれぞれ得

意な内容を発信していただきました(機関名50音

順に掲載)。このような発信活動から研究会では

今後の高分解能衛星の実利用の拡大、さらなる

可能性、について議論を今後活性化させていきた

いと考えています。

-・・・関連絡先・・'

infdterra 

Key ben両国
• highe抗 agUity 00 the ma 管制
・削tlme:100 km in 25 setonds 
• l-day"，訓，"
• imagi.，g capac比y:1 mllllons司kmperday 
stereo and tri抗e陀。aCQuisition

• hlghert resour日 availabillt)

4 
F 

S?OT :OO事者

IMAGE 濁嗣

-東京スポットイマージュ株式会在荷面語吉
http://www.spotimage.co.jp 

・研究会会長中山裕則

・研究会幹事羽柴秀樹

干156-8550 世田谷区桜上水3-25-40日本大学文理学部地球システム科学科

干叩1叩 B東京品1d証書留酎ぷ出1:百線基盤鞘主主主事科
T .1: 03-3259-0669 E-mail: hashib.拘 civil.cst.nihon-u.acjp

図 3 高分解能衛星リモー卜センシング研究会の活動概要
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• 研究会だより
防ど'"‘側甜?町周

空母明度.，"'
岨a品川町通

弔""''''''.:!C."，
時的

..~，，，，，，-，，.，，'， 

叫目指砂-，ヲシ

• 

-界社が処車屋狸健室主主も.l=芝ヨ.. 盟至己乏怠..
主!!血血盟昆鍾ま民主Jt刻する己とが出来る肉"飢餓
1を閉じ正年.IIl<<r.---:-，ElJ単位の他_.融情帽を配置す
るそナ ピスです.

精霊として、

・広峨..圏笹田闘車醇データの狙り】に計剖します.

・墨..に豆仏隆年度化を開制度で計調します.

世間同一円矛

.GeoEye-1衛星による災害観測事例
(中国青海地震、ハイチ地震、アイスランド火山)

l・日本スペースイメージング株式会社李雲慶

中

リモートセンシ:..'Ij会"
のヂヲア !J~:>.':"~­
ドとしてご羽岡L喰 1ぜい
てい別加リー
ズゴ'~ldSoecH山2
封筒たl組bりました

…棚田・aしつつ牛
J<L<号タzを肉..，
誌でより酬闘に司
'"圃蜘司E化担げ
ております.

-株式会社イメージ・ワン

村木広和

http://www.imageone.co.jp 

日日l

.COSMO-SkyMed衛
二時期観測画像による変動解析

需主量二こよヰJPFF

http://www.spaceimaging.co.jp 

図 3 高分解能衛星リモートセンシング研究会の活動概要(続き〕
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-光学'SAR衛星のそれぞれの特徴を生かした複数
衛星による地球観測

・複数衛星の膨大なアーカイブの活用

・高分解能から中・低分解能画像それぞれの特徴を
生かした空間デー告の整備

-株式会社パスコ

乾達雄
ht叩:11
www.pasco.co.JP 

-目立ソフトウェアエンジニアリング株式会社大堀正人

日本'Jモートセンシング学会誌 Vol. 30 No.4 (2010) 

恵一弘誌i
E郡古1U出向み
E払諒官tt話:

図 3 高分解能衛星リモートセンシング研究会の活動概要(続き〕
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日本リモートセンシング学会軍48回学術講演会(平成22年5月27日-5月28日)

レンジ画像アナリシス研究会
Scientific Research Working Group 01 the Range Image Analysis 

会長大政謙次(東京大学 E~mail: aomasa@mail.ecc.u~tokyo.ac.jp 

幹事細井文樹(東京大学 E匂mail:ahosoi@回目l.ecc.u-tokyo.ac.jp

研究会HP http://www.rssj.or.担，fkenkyu出 aiIRWjria-indx.html

| 偏光~モート台ンシシゲ碍究会 | 
研究会メンバー

向井苑生(代表)

佐野至IJ (幹事)
新井康平

久慈誠

保本 E芳
吉田重臣

中田真木子

岡田靖彦

近畿大学大学院

近畿大学大学院

佐賀大学理工学部

幸良女子大理学部

近畿大字総合社会学部

千葉科学大学危機管理学部

近畿大学総合社会学部

紀本電子工業株式会社

偏光情報を用いたリモートセンシング

光の進行方向に対し垂直な2成分の偏りを偏光と言う 地球大気に入射する太陽光は。無偏光とみなせる 従って，
衛星観測デー舎が偏光していたとしたら，その偏光成分は地球によって生じたものと言える 即ち，衛星センサで得ら

れる偏光情報は大気粒干や雲特性を強〈反映する事になる これが，偏光デー舎を用いたエアロゾル・雲リモ トセン

シンゲの原理であり l このような偏光情報を利用したリモートセンシングを発展させることが本研究会の目的である。

(1) 言豊富会の開催 学術論買会開催碕に、研究会において2件(企業1件・大学/研究機関等1件)ずつ講演
第1回研究会平成17年5月20日(東京理科大学セミナーハウス)

講演 「海外のレンジ画像解析の動向j 星仰氏(演版文学)

「地上型レーザスキャナの最新動向」 松田罫紙(リーグルジャパン側)

第3回研究会平成17年11月25日(鳴門教育大学)
講演 rLiOARデヲの利用 イコノス画像との併用による土地被覆分類J酒井徹朗氏(京都大学)
「三究元スキャナの紹介」鈴沫敏氏(パJレスデッヲ工業側)

第5回研究会平成18年5月四日(千葉犬学けやき会館)
講演 「レン5画像による森林の播造とバイオマスの評価」大政謙次氏(東京大学)
r3次元レザスキャナーのご紹介」森田彰信氏(閥二コン トリンブJレ)

第9回研究会平成19年5月11日(日本大学文理学部百閏年記念会館)

講演 「平成18年12月3日日野橋レーザー計測とAGSの水中探査事業j堺進氏(閥アーヲジオ廿ポート)

「レンジ画像在用いた灯台の3次元モデリンヲJ山田貫活氏(福島高専)
第11回研究会平成19年12月7日(大1阪府立大学なかもすキャンパス学術交流会館)

講演 「数値標高モデJレ在利用した衛星画像処理の精密化」 飯倉善和氏(弘前大字)
rLi OARデヲの応用事例」秋山幸秀氏(朝日航洋側)

第12回研究会平成20年5月23日(東京工業大浮すず白河す台キャンパスすずかけホール)

講演 「壇艶時間の航空機レザスキャナ(LlDA円)デ-9の手1)用事例~酎冠高の睦年査じ季町歪化-J 今井靖晃氏(国際航業開)
「可置型スキャニコフライ'Jーを用し'/O樹木由華面積密亙由抑制 -Voxel凶制白nODYProfi I i問問曲目dについてー』 細井文樹氏(東京大学)

第13回研究会平成21年11月27日(名古屋大学東山キャンパス豊田講堂およびシンポジオン)

講演 「航空惜しIOA円の森椋と都市への適用」 田村正行氏(京都大学〕

「空から見たレンジ画膿(航2機レーザ計測 SAKU円A)J 園枝信吾氏(中日本軒芭調)
(2) 学術講演会における研究会活動紹介ポスヲーの展示 平成17年度制浮~平成21年度私事まで毎回ポスヲーを展示

(3) 学会誌での広報活動 Vol. 25 NO.4およびVol.27NO.2の「研究会だより」にて活動内容在紹介

GOSAT/TANSO・CAIによる爆煙粧子観測 エアロゾルの偏光測光観測

大規模な泥炭火災による煤煙(biomassburnining 

plume)シーン例を下図に示す 図は2009年9月2呂田に
インドネシ7・力リマン告ン島上主において取得された
衛星画像(GOSAT/CAI)である 左画像(青 0.38，緑 0.87，
赤 0.67μm)より，煤煙による炭素性エアロヅルが力リ
マン告ン島東岸を南から北にかけて広がっている 特に

煤煙の進度が高いところではl 素性粒子の特徴的な楕相

(近紫外波長における光吸収)により。黄色に着色され

ている 大気粒干特性の導出結果より(中国，右図)， 

光学的厚さが非常に大きいことがわかる また 一次散

乱7)レベドも光吸収により小さい値を示Lている

今後， PARASOL I POLOERの偏光情報を活用したエア
ロゾル特性導出を行う予定である

近畿大学東大阪キャンパスのNASAlAERONETサイトでは

多様な機器を結集L，大気モニ告リング拠点と Lて地上統
合観測の実現を目指Lている 放射デー告の精度維持のた
め(少なくとも年Iこ1度は)清澄な高山で校正検証観測を実
施している観測機器の1つに偏光放射計(オプトリサ チ製
PSR司10日日)がある 1996年以来エアロゾルの偏光観測を

継続L，世界初の衛星搭載偏光セン"tADEOS/POLDERの検
証デ 告として，大気粒子研究における偏光情報の有用性

を示した今年の春は黄砂日の事さと黄砂シーズンの長期化

に加え，天候不順・多雨・日照時間の短かさ等気候変動が

大きかった 下の右図は2010年3月21日に偏光計PSR-1000

が捉えた黄砂デ舎である 波長0.670μmでの高い光学的厚
さ (τ)，小さいオンゲストロ ム指数 (α)，低い偏光度

デー舎は大規模な黄砂の飛来を示Lている 図(b)の糧色は
黄砂飛来時，黒色は黄砂通過後の偏光度を示す黄砂時の

値は低〈波長変化も小さいことが分かる

(c) SSA(O.551!1叫

l 7| 
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静
岡
且朝関 曹司自由 (:li:;山中;
臨E時四 iiLFi 

2009年9月羽田IニGOSAT/CATによって観測されたインドネシア
カリマンタン島における煤煙粒子。 (8)合成因(8:0.38，G:0.87， 
R:0.67μm).導出結果 ((b)光学的厚さ.(c)ー次散乱アルペド)

ケヤキ計制凶上ライター+航空樋ライター(赤が航空櫨) ナスライずー圃憧+クロロフィJL趨光画像

(lEEETrans副onsonG回scler回andRemc也Sensing，四10) (Functior剖 PlantBi由化団.200S，表紙Lも録周)

aE孟謹盤面属掴臨
写葎~で布五百lじジヲ面議を扱おうとする会員にレンジ画偉の活用方法のレ
ヲチャー在行うなどして、レンジ画像のさらなる昔及に寄与する活動在続けて

ゆきたいと考えています。

今後2年闘を目処に目標とする成果については、以下のように計画してL

.レンジ画像勉強会の開催によるレンジ直像解析技術の普及

レンジ画像の活用事例在報告しあうことによる会員担Eの情報交換
勉強会・情報交換金の詳細につきましては、日程や開催形式等在横討している

ところです。

当研究会の活動に鹿昧陸自己1のある方は、会長または幹事までご遺描くださし1。

GCOM-C/SGLI大気観測グループワークショップ開催

画
2014年度に打ち上げが予定される GCOM-C衛星SGLI (Second 
global imager)では偏光測光が実施される SGLIを用いた雲・エアロゾ
ルをテーマl二2010年3月に和歌山白浜においてワーウショップを開催し

た会議ではGCOM世代における サイエンス(東大・中島映)， 

GCOM-C衛星(JAXA・村上)， SGLIセンサμAXA'田中)，雲(東海大・
中島孝)。エアロゾル(近大・佐野)，アシミレーション(東大・

Schutgens)，池上検証(NASA• Holben)，インバージョン(リール大，
Dubovik)に監視発表と討論を行った またe 白浜AERONETサイトの
見学会を行った。

(RIE日L社VZ-4口口にて言七百11)
白浜ワークショップ

[gJ 4 レンジ画像アナリシス研究会の活動概要 図 5 偏光リモートセンシング研究会の活動概要
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-研究会だより ・
日本リモートセンシング学会

問題生態系計測研究会
会長

幹事

発起人

井上吉雄(農業環境技術研究所)
山野博哉(国立環境研究所)

粟屋善雄(森林総合研究所)， 
小松義典(名古屋工業大学)， 

yinoue@affrc.go.jp 

hyamano@ni回目gO.JP
石山隆(千葉大学)

作野裕司(広島大学)

本研究会では、陸域・水域にわたって遍在する各種の問題生態系を対象とし、リモートセンシング

等空間情報技術による計測・評価研究にかかわる横断的な情報交換、圏内外の研究連携、学術

的提言を進め、空間情報技術の多方面への利用促進と問題解決への貢献をめざします。

骨f星データから推定したタクラマカン
出漢南緑町ピシャンオアシス周辺町
40年間白土地被覆宜動(石山)

衛星データから推定した

ラオス白焼畑地面積の蛮化(井上)
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空中写真から推定した淵の分布確率(島崎)

問題生態系
土地、水、植生、環境因子

;など、質と量の劣化が問題

となっている生態系

量豊圭盤墨

圏
空中写真から推定した
石西礁湖町サンゴ披度寵化(山野)/ 

-問題生態系では、時空間的な変動 . 
を広域的にとらえ、評価し、変動の ...-J¥ 
要因を解明することが不可欠 11 ¥ 

・基本デー告が乏しく、衛星画像デ一品ーザ

告に頼らざるを得ない地域も少なくない ' 

図 6 問題生態系計測研究会の活動概要
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日本リモートセンシング学会

問題生態系計測研究会
会長

幹事

発起人

井上吉雄(農業環境技術研究所)
山野博哉(国立環境研究所)

粟屋善雄(森林総合研究所)， 
小松義典(名古屋工業大学)， 

yinoue@affrc.go.jp 

hyamano@nies目gO.JP
石山隆(千葉大学)
作野裕司(広島大学)

本研究会では、陸域・水域にわたって遍在する各種の問題生態系を対象とし、リモートセンシング
等空間情報技術による計測冒評価研究にかかわる横断的な情報交換、圏内外の研究連携、学術

的提言を進め、空間情報技術の多方面への利用促進と問題解決への貢献をめざします。

ウエブサイト hUp:llwww.rssj.or.jp/kenkyuukai/PERSI 

今までの活動と当面の活動予定(2010年5月現在)

時期 活動

2008年10月 研究会の立ち上げ

2008年12月 キックオフミーティング
リモセン学会秋季学術講演会にて

ポスター展示
「研究会」特別セッションにて紹介

2009年1月 リモセン学会誌f研究会だよりJに紹介記事掲載

2009年5月 リモセン学会春季学術講演会にて
-ポスタ展示
講演会(講師石山隆)の開催

ー草2回ミーティング

2009年8-9月「軍1田地域の環境虫害観測のための低局度空撮応急橋罰
発技術利活用に関するワークショップ」桂援

2009年10月 ウェブサイトの立ち上げ
文科省宇宙利用促進調整霊託費課題(代壷井上吉雄)採択
一部を当研究会に垂託(2009-2010年度)、各生態系における
リモートセンシングの活用事例を収集予定

2009年11月 リモセン学会誌「問題生態系計測川、特集企画

羽田年12月 リモセン学会秋季学術講演会Lて
ポスター麗示
「問題生態系計測J持~IIセッションの開催
第3回ミーティング

2010年2月 軍4回ミーティンゲ

2010年51l リモセン学会春季学術講演会にて
ポスター展示
「問題生態系計測J特別セッションの開催

第5回ミーティンゲ

2010年6月 公開ワーウショップ「生物多様性とリモートセンシンゲ技術JIニ
て小荒井衛全員が講演予定

2010年12月 リモセン学会誌『問題生態系計測」小特集罪行予定

-問題生態系では、時空間的な変動 . 

を広域的にとらえ、評価し、変動の ...-J¥ 
要因を解明することが不可欠 n ¥ 
・基本デー告が乏しく、衛星画像デIL.ザ

告に頼らざるを得ない地域も少なくない ' 

メンバー(2010年5月現在)

井上吉雄 農業環境技術研究所生態系計測研究領増
山野博龍 目立環境研究所
車匡善雄 眼阜大学流域圏科学研究センター

石山隆 千葉大字
小松瞳典 名古屋工業大学
作野裕司 広島大学
石塚直樹 崖章環境技術研究所生態系計測研究領培
松永恒雄 国立環境研究所
石原光則 国立環境研究所

島崎彦人 木更津工業高等専門学校
沖一雄 東京大学生産技術研究所
遠藤貴宏 東京大学生産技術研寛所
向田諭 国際農林水産業研究センタ一回際開発領境
富良尾歩 国際農林水産業研究センター農村開発調査領域

平野聡 国際農林水産業研究センター国際関尭領培
吉川沙耶花東京工業大学
青島正和 大成建設エコロジー本部
小荒井衛 国土地理院地理地殻活動研究センター
伊東明彦 宇宙技術開発株式会社第一事業部
木村揖虫 株式会社パスコ研質問尭センター

メンJミー草草iま随時行っています。
幹事(山野博哉;hyamano@nies.go.jp)にご連絡下さい。

…咽V's.:四一

問題生態系の構造の例(提供石山隆)

図 6 問題生態系計測研究会の活動概要(続き〕
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